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農産物検査規格・米穀の取引に関する検討会について

資料１－２

令和２年10月

政策統括官



規制改革実施計画（令和２年７月17日閣議決定） （抜粋）

(７)農産物検査規格の見直し
９ 農産物検査規格の総点検と見直し
【令和２年度検討開始、令和３年度上期結論、結論を得次第速やかに措置】

農産物検査規格については、多様化する米の流通形態に対応し、それぞれの
流通ルートや消費者ニーズに即したものに見直すことで、農業者の所得向上に
つなげていく必要がある。このため、現在の農産物検査規格の在り方について
以下の４つの観点から見直しを行う。
① 農業者の創意工夫がより発揮されるようにすること
② 農業者に多様な選択肢（自主検査含む）が提供されるようにすること
③ 農業者の所得向上に資するよう、現行の農産物検査規格については、より
合理的で低負荷、低コストでの検査が行われるよう見直しが行われること

④ 農業者の所得向上に資する新たな規格が構築されること

具体的な見直しの進め方は以下の通り。
a 農産物検査規格および商慣習の総点検・適正化

農産物検査規格の合理化及び科学化、商慣習の適正化を図るため、以下
を含む農産物検査規格と商慣習の総点検を行う。
（なお、農産物検査の受検はあくまで任意であり、登録検査機関の検査を
受けることなく、機械的手法により自主的に農産物検査規格相当の適合性
を判断して取引を行うことは可能である。）

総点検に基づき、現行の技術水準で対応可能な規格と商慣習の早期見直
しについて結論を得るとともに、並行して穀粒判別器の普及と精度向上・
開発を推進する。

①１等、２等区分の等級区分と名称の見直し
②検査方法、サンプリング方法の徹底した合理化による生産者、検査者双

方の負荷軽減と検査コスト低減
③目視及びその他の人的（主観的）鑑定項目の客観化と穀粒判別器、水分

計、計量機械、画像分析等の機器による現在の技術でも可能な機械的計
測への早期の変更 （その後も技術の進展成果は積極性に活用）

④皆掛重量についての検査やいわゆる余マスの見直し
⑤都道府県ごとの「産地品種銘柄指定」の見直し、全国的な「品種銘柄」

設定等手続の迅速化・簡素化など、銘柄設定等手続の見直し
⑥量目、荷造り及び包装規格の簡素化
⑦穀粒判別器等科学的検査の普及と更なる精度向上に向けた技術開発の

推進

b 新JAS規格の制定
コメの国際競争力の強化を通じた輸出市場の開拓、高付加価値化を通じ

た農業者所得の向上に貢献すべく、安全性、食味など消費者、ユーザーの
ニーズを取り込んだJAS規格を民間主導で制定する。農林水産省は規格制
定を積極的に支援する。

c 検討会の構成と工程
上記で示した農産物検査規格と商慣行の総点検・適正化及び新JAS規格

の制定について、農業者、流通事業者、外食・中食事業者などのユーザー、
国際規格の有識者・実務家を中心とした検討会において実施し、概ね１年
程度で結論を得る。検討に際しては、現場の農業者の要望を十分に踏まえ
農業者がやりがいを感じる将来価値を高めるものとするとともに、最先端
の国際規格の知見を活かし国際市場でのイニシャティブを取れるものとす
る。
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○ 農産物規格・検査については、農業競争力強化プログラムや農業競争力強化支援法を踏まえ、
農産物流通等の現状や消費者ニーズに即した合理的なものとなるよう、生産者団体や流通事業者
等からなる「農産物規格・検査に関する懇談会」において検討を行い、平成31年３月に中間論点
整理を行った。
○ この中間論点整理を踏まえ、これまでに、順次、①検査場所の緩和、②穀粒判別器の活用、③
農産物規格の簡素化、④玄米流通の合理化につながる推奨フレコンの規格設定等を実現してきた
ところであるが、今般、規制改革実施計画において農産物検査規格の見直しが盛り込まれたことも踏
まえ、「農産物検査規格・米穀の取引に関する検討会」を開催して、さらに検討を進める。

○ 主な検討事項

農産物検査規格・米穀の取引に関する検討会の概要

（１）１等、２等区分の等級区分と名称の見直し
（２）検査方法等の徹底した合理化による負担軽減と検査コスト低減
（３）目視等の人的鑑定項目の客観化と穀粒判別器等による機械的計測への早期の変更
（４）皆掛重量についての検査やいわゆる余マスの見直し
（５）都道府県ごとの「産地品種銘柄指定」の見直し
（６）量目、荷造り及び包装規格の簡素化
（７）穀粒判別器等の普及と精度向上に向けた技術開発の推進
（８）輸出や高付加価値化に向けて民間主導のＪＡＳ制定の支援

２



３

農産物検査規格・米穀の取引に関する検討会委員名簿

飯塚 悦功 東京大学名誉教授
井村 辰二郎 アジア農業株式会社代表取締役
岩井 健次 株式会社イワイ 代表取締役
大坪 研一 新潟薬科大学応用生命科学部応用生命科学科特任教授
金澤 徹 株式会社大戸屋ホールディングス執行役員マーケティング部長
栗原 竜也 全国農業協同組合連合会米穀生産集荷対策部長
白井 恒久 わらべや日洋ホールディングス株式会社取締役常務執行役員
千田 法久 千田みずほ株式会社代表取締役社長
夏目 智子 特定非営利活動法人ふぁみりあネット理事長
藤代 尚武 正林国際特許商標事務所 技術標準化事業部長
三澤 正博 木徳神糧株式会社特別顧問
森 雅彦 日本生活協同組合連合会商品本部農畜産部特別商品グループマネージャー
山﨑 能央 株式会社ヤマザキライス代表取締役



４

農産物検査規格・米穀の取引に関する検討会の実績と当面の進め方

第１回 令和２年９月４日（金）
議題
・検討会の設置について
・農産物規格・検査の情勢について
・関係者ヒアリング（農業者、卸売業者、登録検査員）
・意見交換

第２回 令和２年９月30日（水）
議題
・穀粒判別器に関するヒアリング
・意見交換

第３回 令和２年10月30日（金）
議題
・海外・他分野の規格・抽出方法に関するヒアリング
・意見交換

※ 検討会は、令和３年５月頃まで概ね月１回のペースで開催。


